
巻頭言

東京五輪への道
県民教連事務局

田口 忠宣

＊６月の始め、山形県内での「聖火リレ一」が実

施される。また、オーストラリアのソフトボール

チームが来日し、大会は目前に迫った。あと、２

カ月を切っているが、未だに政府や関係者からの

参加実施の骨子が明らかにされていない。その遅

延は疑問だ。まさに、「五輪ありき•••そこのけ、

そこのけ五輪が通る••」という態である。ＮＨＫ

を筆頭にメディアも後押しして、黙して語らない。

８割に近い世論・国民の反対・中止の声さえ、意

に介していない。

安倍元首相は、「復興五輪で、人類がコロナに

打ち勝つ証として見せたい…」と述べ、菅政権も

引き継いだ。与党や財界人の多くも、「世界の分

断からの良策で、歴史のレガシーになる••」とも

言う。近代五輪の今は、果てしない商業・利権主

義と“原点喪失”の構造を隠蔽しており、森氏の

差別発言はその象徴的な一例に過ぎない。

終わりのない世界的なパンデミックの連続する

中で、国内でも「新たなる変異株の蔓延」「必死

の医療現場の苦闘」「ワクチン•パニック？」の

中で、五輪の強行突破の風は吹き荒れている。

＊ドイツのＡ・シングラ一氏は、「もっと五輪の

歴史を、真摯に学べ！」と、無知な日本のメディ

アや大会関係者に警告した。象徴的な「聖火リレー」

は、かつて、ナチスが命名して始めたもの、「祖

国への自己犠牲精神」を広めるべく、ヒトラーの

右腕だったゲッぺルスによって、進められたもの

だという。近代五輪のクーベルタンは、ヒトラー

に傾倒し、ナチスを讚え、アテネからの「聖なる

火」として位置づけられた。一時、その事への批

判もあったが、留保された。近年の五輪は承知の

ように、巨大広告企業や土建企業の利権構造や

「テロを意図的前提とする“監視社会化”」等へ

の肥大化が大きく、「民主主義の脅威」になって

いる。ＩＯＣも、かつて、先導する安倍元首相に、

例の「アンダーコントロール」発言という「ブロ

パガンダ」を願っていたとも論ずる指摘には脱帽

するしかない。スポーツ観戦の大好きな私でも、

その裏の大きな背景を、是非仲間に伝えたい真実

でもある。

＊想田和弘氏は、近代五輪の持つ、今の「止まら

なさ加減」（＝どうにも止まらない？）について、

原発と、映画の「タイタニック」を思い至ったと

いう。（[週刊金曜日]5月21日1329号）驚きの視

点である！そこにフロイトの「誤謬の訂正」とい

う、深層心理が働くいという。まさに、そこでは

“同じような過ち”に突進するのか••••という危

惧がある。

総じて、歴史の教えは嘘を

つかないはず、私たちは大い

に学ぶべきで、そこからの道

『＝方策』を探り出したい。

（６月６日記

「コロナ禍の平和教育」(3)

•••街角の平和論①）
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山形県民教連事務局／東海林仁

東北地区民教連「夏の学習会2021」の開催について

参加のよびかけ

新型コロナウィルス感染症蔓延の長期化に伴い、今年度も東北民教研天童集会の延期を余儀

なくされました。この間に私たち国民が体験している息苦しさは、感染者の増減で繰り返され

てきた自粛の強弱や頻度だけではありません。

民意の届かぬ政治、政権に歪められる行政、国民の命より五輪の強行開催、都合の悪いこと

は全て記憶の無くなる政治家と不正や巨悪を追及しない報道、未来を生きる子どもたちに必要

なものは、どんよりとした閉塞感を切り拓く自由と希望であるはずです。だからこそ教育に携

わる私たち一人一人が声を上げましょう。声を上げるために学び合いましょう。

対象者 東北各県民教連（協）会員 並びに目的に賛同する全ての方々

日 時 ２０２１年８月８日（日曜日） 午後１時２０分より午後３時４５分

会 場 サテライト会場：山形市国際交流プラザ（山形ビッグウィング）中会議室

オンライン会場：Zoomミーティング及びYouTubeLiveにて

※詳細は同封の案内チラシをご覧下さい

第69回東北地区民間教育研究団体研究集会「天童集会」
第2回実行委員会の開催について

会員のみなさまへ

梅雨の末期も近づき、東北の地も大雨の続く予報が出されています。ＯＢのみなさんは、既

にワクチン接種を受けた方も多いかと存じます。現職のみなさんは、ようやく学校関係者に職

域接種が進み始めている状況でしょうか。はじめに開催ありきの五輪強行によって、どれほど

の国民が命の危険にさらされるのか、著しく想像力と知見を欠く現政権は、あたかも戦時の反

知性主義政権に酷似してきました。まだまだ予断を許さぬ状況が続きます。酷暑に伴う熱中症

も心配です。くれぐれもご自愛ください。

さて、２年に及ぶ延期を経て、来年度は標記集会が開催できることを願い、開催主管である

私たち山形の実行委員会を下記要領で開催します。万障繰り合わせの上お集まりくださいます

ようお願い申し上げます。

日 時 ２０２１年８月８日（日曜日） 午後４時より午後４時３０分

会 場 山形市国際交流プラザ（山形ビッグウィング）中会議室

＊上記「夏の学習会2021」終了後になります。

内 容 １ 第６９回「天童集会」概要の再提案について

２ 実行委員会の組織機構と主な責任者について

３ その他について
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鈴木輝男先生追悼のことば

米沢 情野 貞一

鈴木輝男先生、私は突然の先生の御訃報に接し、

目の前がまっ暗やみになってしまいました。コロ

ナの猛威に脅えながらも、必死になって「明日」

を継続しながら生きようともがいている私たちに

は、いつも確かな指針を示して下さってきた尊い

お命の存在を欠くことができない事だったからで

す。今は「人生百年」の時代に近づこうとしてい

る時です。

少なくともあと十年は元気な姿で私たちを導い

てくださるものと確信しておりましたのに・･･。

誠に残念至極の極みでございます。

輝男先生、先生は米沢の四級へき地校綱木分校

へ赴任なさいましたね。先生は、夕方になると

「お晩になったなし。かがや(輝)く男がめえりま

した。寄せどごやえ。」と家々を訪問され、子ど

もたちの教育のことはもとより、部活や部落民の

命と生活をどうしてゆけばよいかなどを、酒を飲

み交わしあいながら語りあって下さいましたね。

福島の会津の方から、また米沢の方からも人々が

行き交うもと宿場でもあった綱木部落の特に青年

たちと一緒に、生活綴り方的な文集づくりを進め

るなど、へき地に生きる青年たちへ、生きてゆく

希望と確信を育んで下さったものでした。

輝男先生、先生がご活躍なされた時代は、日本

の無謀な戦争政策に対する多くの非難の声と、そ

の声を押しとどめようとする声がぶつかりあう熾

烈な時代でもありました。また、日本の社会に民

主主義をなんとか根づかせ、新たな日本をつくろ

うとする声と行動を起こす人々が起ち上がった時

代でもありました。こうした時代に、先生は、米

沢や県教組の青年部長、書記長、全山形教組委員

長を歴任され、民主的な教育への取りくみと、ひ

たいに汗して働く人々の人権と生活確立の取りく

みに没頭されました。特に人事闘争と「三十人学

級実現」への取りくみでは、組合員だけでなく、

多くの人々を結集されて所期の目標実現へと邁進

され、目的を果されてこられました。ありがとう

ございます。

輝男先生、先生の演説やお話はいつも引き付け

られるものばかりでした。勝見先生などは「輝男

の『黄色い声』が出てこないと本ものでない」と

評されることがありましたが、お話の核心部分に

入った時の声音(こわね)は今も私の耳にも残って

おります。「情野くん:」と呼びかけてくださる

声が今にも聞こえてきそうな気もいたします。

輝男先生、これからも米沢と山形県の教師と民

衆の取り組み、命と生活の全(まっと)う御見守り

ください。

鈴木輝男さんを偲んで

北村山 阿曽 邦子

彼の訃報に接して、あ、山形の巨星がまた一ツ

消えたか、と思った。彼とは山大教育学部の中学

コースで同級だった。私たちは戦後間もない昭和

５年、新しい学制になって二年目に入学した。ま

だ大学の内容も充実してなく休講が多々あった。

私の生家は高畠で駅から遠かったのですぐ女子寮

に入りそこから通学したが、輝男さん達米沢衆は

電車で山形駅から歩いて通学しているグループだっ

た。一般教養が終わって輝男さんは美術と社会科

を専攻。私は迷った末社会と理科を選んだ。社会

科の講座で何度か同教室で講義を受けた。特に目
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《特集》 追悼 鈴木輝男先生
去る３月９日にご逝去された鈴木輝男先生の業績やお人柄を偲び、県内各地から

追悼の文が多数寄せられました。「特集」記事として掲載します。（順不同）



立つ存在ではなかった。戦後の教員不足のためか

二年で修了という制度があり修了式後の謝恩会の

席上、彼は突然壇上で大演説を始め、内容は忘れ

たがびっくりした記憶がある。彼は米沢奥地の中

学、私は高畠中学に採用となった。彼は間もなく

県教組の青年部長として専従となり、それ以後、

当時すでに教育行政の反動化が激しくなるなかで

民主教育を守る、また政治革新のための活動家、

リーダーとして生涯をおくった。

東北民教研上山集会で当時東北大学教授桑原武

夫先生と輝男さんが大論争したというニュースが

聞こえてきた。私など集会で発言することさえで

きないのに何とすばらしい人だろうと思ったもの

だった。いろいろな運動、闘いの多い時代でもあ

り、いつも彼はその場でリーダーとして活躍して

いた。一面大変人情に厚く人の世話をよくみた人

でもある。私の息子の選挙にも何度も応援にきて

下さったり、平野勝澄さんが真室川に移住し選挙

に臨んだとき、私に「平野さんの第一声にぜひ参

加してほしい」と電話があった。当日、すごい吹

雪のなか、彼は山形から真室川に駆けつけてくれ

た。彼の優しさの一面を感じたことを思い出しま

す。

彼はよく「民主連合政府ができるのを見届けて

から死ぬ」と言っておりましたから無念だと思い

ます。彼の志を胸に今後努力することが彼への一

番の供養と思います。輝男さん! 長いことほんと

にお疲れさまでした。ゆつくりお休み下さい。心

よりご冥福をお祈り致します。

鈴木輝男先生追悼文

東置賜 伊沢 良治

鈴木輝男先生との出会いは、県の青年教研集会

の分科会であった。正確な分科会名は忘れたが、

確か「地域と学校」に関する分科会であった。私

はその分科会に青年団の学習活動のレポートを提

出していた。当時、新規採用２年目か３年目であっ

た。学習活動のスローガンは「みんなで、みんな

が」であった。この言葉は鈴木輝男先生のもので

あるとは知らずに採用した。私のレポートに何か

コメントしていただいた記憶はないが、その日の

夜に米沢支部の同級生のＯ氏から、「輝男先生が

『地域と教育』の分科会にいいレポートがあった。

地域の青年と学習活動を進めているレポートだ。」

と、私のレポートを評価していたとの話であった。

場違いのレポートかとも思ったが、地域の教育を

進める取り組みとしてとらえられたことを安心と

同時に喜んだ。「みんなで、みんなが」という言

葉はやさしく、深い意味を持っている。この言葉

を生み出した輝男先生は教育者と同時に組織運動

の先達でもあった。

二つ目の印象は、山形県教職員の実践講座の開

催である。教職員組合が教研集会を毎年秋に開催

するのは年中行事であるが、教職員の力量を高め

るために県下の全教職員対象に組合または組合員

が実践講座を開催するのは珍しい。実践講座の場

合は、各民間のサークルが開催するのが普通であ

る。それを組合が後援する。この実践講座は輝男

先生が米沢支部の書記長から県教組の教文部長に

なってからのことである。主催は県教組か実践講

座実行委員会だか定かでないが、この実践講座開

催の先頭かつ中心にいたのは輝男先生に間違いな

い。上山の村尾旅館を全館貸し切って一泊の学習

会である。全体講演もあり民主的学校づくりを提

起し、子ども・保護者・地域住民とともに創り上

げる学校、その中核に教職員の奮起が訴えられた。

全体会も分科会の講師も当時の最高レベルの名だ

たる実践家であった。現場の教職員にとって大変

魅力的な学習会であった。山形県内で全国の到達

点に学べる期待と充実感があった。輝男先生は教

職員組合という労働組合を権利の追求にとどまら

ず、教育の使命である子どもを主人公にする教育、

文化の香り高い教育運動を牽引した稀な教育実践

家でもあった。

第三の印象は、輝男先生が他の青年教師と共に

取り組んできた米沢の教育実践と教育運動である。

輝男先生が青年教師時代、学校づくりにとどまら

ず、地域の青年や住民と共に生活記録運動等、深

く地域に根を張って戦後教育を進めてきた。三沢

西部中学校の生徒生活協同組合などは、生徒をま

さしく学校生活の主人公に位置付け、生活と教育

を結びつける生きた教育であったと考える。現実

から目を離さず、観念的・抽象的な理念や指導に

異議を唱え、あくまでも子どもと学校現場から考

える現実主義者であり、生涯をかけて求め続けた

誇り高き理想主義者でもあったと思う。
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輝男先生と

「さんさんプラン」の誕生

山形 澤 辰夫

鈴木輝男先生が亡くなられた。

輝男先生の名前は、私が米沢に新採教員として

赴任して初めて知った。当時、県教組教文部長を

されており、先生の話を聞くと教育に対する熱い

想いを感じるのであった。米沢に居を構えていた

私はその後、米沢市立関小学校綱木分校に転勤し

た。輝男先生がこの分校で教鞭を執られていたこ

とを知り、ますます輝男先生のことを意識するよ

うになった。

輝男先生との一番の思い出は、本県独自の少人

数学級、いわゆる「教育山形さんさんプラン」実

現に向けた県民運動だ。

私は、１９９４年に県教組山形地区支部書記長

となった。そのころ不登校や学級崩壊という状況

がジワジワと全国へ広がっていた。過密化したカ

リキュラムと多人数学級では拾いきれない多様化

する子どもの背景が深刻さを増し、本県もけっし

て例外では無かった。その後、支部長となってか

らの１９９７年「３０人学級実現山形県民連絡会」

が発足した。教職員組合の組織内運動だけでは限

界があり、幅広く県民に呼びかけた運動にしよう

としたのである。県内全ての自治体議員や教育関

係者への賛同呼びかけ人代表となられたのが、輝

男先生だった。

この運動には実に２,０００人もの賛同が集ま

り、当時県内唯一の教員養成学部を有する山形大

学との連携も実現した。山形地区の事務局長を引

き受けた私は、旧東南村山管内５市町すべてに地

区連絡会を結成した。中でも中山町は、会派に関

わらず殆どの議員が賛同者となってくれた。学年

４０人単学級の瀬戸際であった豊田小１年生保護

者の要求が際立っており、校長の許可も得て県教

委との交渉を申し込み、実態を保護者から県教育

長に伝えようとした。保護者とともに県庁へ出向

いた時、初めに通された部屋は「書庫室」であっ

た。その時、県教委幹部職員を叱責した輝男先生

の言葉が忘れられない。

「ふざけるんじゃない。今日は組合の交渉に来た

のではない。ここに集まった人々は皆、県民の

一人として来たのだ。子どもの保護者・県民に

対してこの様な所へ案内するとはどういうこと

だ!」

県教委はすぐさま非礼を謝罪し、あらためて一

同を教育長室に案内した。あの迫力と気概に今も

心が熱くなる。

こうして１９９８年、県教委は「やまびこプラ

ン」を発表した。大規模校の低学年で４０人程度

となる学級に対して非常勤講師を配置。非常勤講

師も担任をして良しとし、少人数学級への足がか

りとなった。特筆すべきは小規模校にも関わらず

豊田小にもこの非常勤講師が配置されたのだ。保

護者・地域と連携した県民運動とはなんと素晴ら

しいものかと実感した。

それから３年後の２００１年、県知事選挙にお

いて輝男先生が「県独自で３０人学級の実現」を

第一公約として立候補された。選挙には敗れたも

のの当選した高橋和雄氏から「鈴木候補の公約を

使わせて頂きたい」と申し出があったという。２

００２年、全国初となる本県独自の少人数学級編

成「教育山形さんさんプラン」はこうして産声を

上げた。

後年、輝男先生のところへ「少人数学級実現ま

での山形の県民運動を紹介してほしい」と岩手県

で同様の運動に取り組んでいた団体から要請があ

り、「澤君、君が行ってこい。」と言われ、岩手

大学を会場に講演させていただいた。河北新報で

そのことが報じられ「澤辰夫」をＷＥＢ検索する

と「山形県で３３人学級実現に努力した人」と、

１０年間ほど掲載されていた。輝男先生に申し訳

ない気持ちでいっぱいである。

激動の時代が生んだ偉大な人

北村山教職員組合執行委員長 植松 保信

輝男先生との一番の思い出は、３０年ちょっと

前(１９８９年度末)の最後の県教組役員選挙です。

執行委員長に鈴木輝男先生、副委員長に塩野俊治

先生、そして書記長にわたくし植松保信が立候補

したのです。若輩のわたくし(当時３９歳)が輝男
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先生と一緒に立候補できるなど、今でも誇りに思っ

ています。労働戦線の右翼的再編により生まれた

「連合」への加盟をめぐっての選挙戦でした。わ

たくしたちは１年ほど前から、輝男先生の指導の

もと「連合」ノー実行委員会を立ち上げ、私はそ

の事務局長として、山形、米沢、東置賜、北村山、

田川など、「連合」ノーの全県的な広がりを創り

出していました。そして、県教組の輝かしい歴史

と伝統を引き継ぎ、県教組の統一と団結を守るた

めに、「連合」には加盟せず、組合員の十分な論

議を重ねて決めていくことを提起したのでした。

しかし、残念ながら惜敗に終わりました。

次に、県教組執行委員会のことです。１９８７

年度末の県教組役員選挙によってつくられた県教

組執行部は、それまでの逸見敏、鈴木輝男体制の

闘う県教組ではなくなっていました。わたくした

ちは、子どもたちの確かな学力と生きる力を育み、

教職員の要求を実現するための方針をつくり上げ

るために、県教組執行委員会での激しい議論を重

ねました。その時の方針づくりや実際の運動の推

進なども、すべて輝男先生の指導と助言がありま

した。この時期わたくしたちは、山形の遠藤先生、

東置賜の伊沢先生、田川の長南先生、米沢の福岡

先生、そして北村山の植松がグループをつくって

活動していました。そのグループの学習会や会議

を何度も持ちましたが、輝男先生はいつでも的確

な指針を示してくれました。ある時などは、輝男

先生が脳梗塞で倒れられ、入院している病室まで

押しかけて、ベッドの周りで議論をし、指導や助

言を求めたこともありました。

最後に、山形県教育文化研究会議のことです。

県教組の「民研」が形骸化する中、それに代わる

ものとして輝男先生が立ち上げたものです。教育

実践も教育運動も「中央の真似をするな。山形県

の実践をしろ」が輝男先生の口癖だったような気

がします。そのため教文研では、山形県の子ども

たちの実態、山形県の教職員の実態と要求などを

リアルにつかむことから始めました。そして、５

年に一度くらいのペースで「山形県の子ども白書」

を発行しました。こうして、山形県の子どもや父

母・教職員の実態から出発した教育実践や教育運

動を展開するための研究をすすめることができま

した。

輝男先生は、激動の時代が生んだ偉大な人です。

本当に大切な人を失いました。まだまだ学びたい

ことがたくさんありました。輝男先生、ご自身の

教育実践や教育理論をまとめて出版してほしいと

お願いしたではありませんか。残念でなりません。

鈴木輝男先生との思い出から

米沢 奥山 芳基

１９７８年から４年間県教組本部に勤務しまし

たので，書記次長兼情宣法制部長であった輝男先

生とはその間「同僚」でした。そのころは、女性

教師に対する「５０歳肩たたき(退職意向打診)反

対闘争」「主任制度反対闘争」など激しい闘いの

連続で、県庁内座り込みやストライキ（２９分カッ

ト）を配置して闘った最後の時代でもありました

が、輝男先生は常にその先頭に立っていました。

組合員の要求実現のために、当局を舌鋒鋭く論理

的に問い詰める姿に人間的な迫力を感じたもので

す。

上記のような、所謂「労働組合運動」とともに

輝男先生が教文部長として力を発揮された領域が

「教育文化運動」でした。県下各支部から参集し

た実践レポートをもとに研究･討議を行う「県教

研」がメインでしたが、その土台となる実践･研

究の基本方針を提起するのは教文部長の輝男先生

の役割でしたので、現状の分析に始まるその確か

な提案内容に毎年感心させられました。

また、１９８０年代には「春の教育実践講座」

と銘打って３月下旬に現職教職員を対象に全県か

ら３００名規模の一泊学習会を組織しました。全

国的に有名な実践者による記念講演で感動を味わ

い、課題別に２０に及ぶ講座・分科会を設定し、

そこに講師･助言者として歴教協･数教協･日作･全

生研・科教協などの民間教育団体に所属する錚錚

たる実践家や研究者を招き、一泊して親しく夜の

部も実践交流を進めました。本物の教育実践とは

こういうものかと心震える思いをしたのは私だけ

ではなかったでしょう。数年間この取り組みを続

けた結果、県下各地の教育サークルが活性化した

ほか、特に青年教職員層に教育実践上の大きな影

響を及ぼしました。これも輝男先生の大きな功績

の一つだと思います。
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さてもうひとつが「地域の力で学校･教育を守

ろう」との取り組みでした。忘れもしない温海町

立岩川小学校統廃合反対闘争です。私的にはその

前年に?東置賜の川西町で小中学校の統廃合計画

に反対する闘争の経験はあったものの、この岩川

小統廃合反対闘争の中で「地域と教育」との関わ

りを本質から捉えることの大切さを改めて教えて

いただいたと思っています。「学校は地域の宝も

のである」をスローガンに、この小学校の卒業生

でもある部落内のお年寄り達に文集づくりを指導

している輝男先生の姿が思い出されます。街宣で

狭い町を回れば畑から駆け寄って手を振ってくれ

た地域の皆さんと交流する輝男先生の姿が忘れら

れません。

以上、組合専従であった時代の思い出から雑駁

な文章を書いてしまいました。これでお役御免と

させてもらいたいと思います。苦笑している輝男

先生の姿が見えるようです。長期にわたるご指導

ご鞭撻に感謝申し上げます。有難うございました。

安らかにお休み下さい。

追悼

山形 酒井 枝里子

輝男先生に初めてお会いしたのは、私の新規採

用者研修会の時です。輝男先生は当時、県の教職

員組合の役員として（確か書記長）、新米教員の

私たちに県教組の歴史や組合の役割などを力強く

話されました。

北方性教育運動の流れを引き継ぎ、教職員の良

心を集める場があることを感じました。

その後、県教組の大会や教育研修会等々でお話

をお聞きする機会が増えていくことになるのです

が、常に運動の中心となってよい働きの場を保障

するために情熱を注いでおられました。

そして、私が最後にお見かけしたのは、母が入

院したため通っていた病院でした。スタッフと思

われる方と一緒に歩いていらっしゃった姿をお見

かけし、輝男先生もここに入院されていることを

知りました。

リハビリに熱心なその病院では、リハビリセン

ター内での活動に加え、作業療法士等の方ととも

に、施設周辺を歩く患者さんの姿をよく見かけま

す。輝男先生も回復に向け取り組まれている姿に

敬意を覚えました。

廊下ですれ違ったときがあり、「輝男先生！」

とお声をかけると、こちらを見て会釈なさいまし

た。誰であるかは、はっきりしなかったのかもし

れません。直接お話したことのない私なので、

「先生」と声かけしたことで「教育関係の誰か」

と感じられたのではないでしょうか。看護師さん

に「お知り合いですか」と尋ねられたので、私は、

「大先輩です」と答えました。

訃報をお聞きしたとき、大きな長い戦いを一つ

終えられたのだと思いました。

先生の後ろに多くの仲間が正義を求め、良心を

信じて歩いていきます。

鈴木輝男さんのこと

田川 長南 厚

３６歳のときに組合員８００人の田川地区支部

の、専従書記長に８票差で当選したとき、鈴木輝

男先生は山形県教組副委員長だったと思うが、ちょ

うど「連合」が作られようとした頃で、県教組執

行委員会はいつもこのことに関する論議は避けら

れなかったように記憶している。輝男先生は議論

の柱をいつも示してくだされ、主導されていたよ

うに思う。

２０代で温海川小学校（３級へき地）に勤めて

いた時、岩川小学校廃校反対の闘争を導いてくれ

たが、温海川小学校に真壁仁氏を連れてきてくれ

たことがあった。輝男先生がいなければ、あのよ

うな闘争はできなかったと思う。

会議では筋の通った意見を貫かれていたが、た

まに一緒に飲むときは優しい笑顔で、話を結構聞

いてもらった。学校事務職員であった私の妻が、

職場で大変なのではないか、なども心配してくれ

た。

私が、好きな山の話をしたこともあり、「山を

仰ぎ 山と語れば 青雲湧く」と、色紙を書いて

くれた。また、５２歳で退職して山や森林に関わ

ることを決意したときには、「行け 金色の翼に
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のって」 と書いていただいた。私の大事な宝

物である。

山形県が学校の「さんさんプラン」を策定し、

全国に先駆けて３３人学級を実現させたのは、輝

男先生が県知事選挙に立候補されて公約に掲げ、

大奮闘されたことが発端だった。

輝男先生は、県教組運動から県の教育行政を、

県民の要求実現の方向に大きく動かす、ほかの人

には決してできない仕事をなさったのである。

輝男先生、ありがとうございました！

「さすが、テルオ先生」

＝テルオ先生の思い出＝

米沢 福岡 修三

２０１３年２月、テルオ先生を後部座席に乗せ

て、国道13号線を北上していた。午後２時ごろ、

東根を通過するころになって、午前中から降り続

いていた雪がますます激しくなってきた。その年

は全国的に大雪の年で、山形も例外でなく、特に

２月は最も積雪の多い節である。ハンドルを握り、

「テルオ先生、ずいぶん降ってきたよ、大丈夫か

な？」と、声をかけても返事がない。バックミラー

をちらっと見たら、どうやらお昼寝のようだ。さ

すがテルオ先生。どんな大雪であれ、動じないよ

うである。話し相手もなく、すぐに前方に注意し、

運転に集中した。どうやら尾花沢あたりまでは来

たようだ。大雪で微かに見えた道路標識でそれが

分かった。山形の山教組の書記局を出発して優に

３時間は経過している。

これから行く目的地は、真室川である。一昨年

まで山教組の書記をしていた平野勝澄氏が同町会

議員選挙に立候補するので、その事務所開きに顔

を出すためである。平野氏を議員にと勧めた張本

人がテルオ先生である。日本共産党からの出馬で

ある。平野氏は１年以上も前から住居を真室川に

移し、地域住民とともに暮らしや福祉の相談活動

を続けてきた。テルオ先生としても、また、山教

組現委員長の私としても応援しなければならない

のである。とはいえ、運転手の私は無事に目的地

に着けるかどうかだけが心配である。前方の車は

先ほどからストップしたままである。どうやら渋

滞のようだ。「テルオ先生、真室川まで着けるか

どうか、わかりませんね。」と、再び声をかける

と、懐から何かを取り出し、「委員長、食べるか？」

と、私にあんパンを突き出してきた。（テルオ先

生はあづきが好きである。）さすが、テルオ先生

である。この大雪にも拘わらず、ちゃんと食べる

時は食べる。知事選を選挙参謀として、また、自

ら知事選候補として大雪の中、全県を駆け巡った

人物はちがうと、後から思った。今は、運転に集

中である。猛吹雪で視界ゼロ。前方のストップラ

ンプも見えない。路肩に駐車して雪が途切れるの

を待つ以外にない。

結局、平野氏の選挙事務所についたのは夕方の

５時近く。地元後援会の方々はすでに集まってい

た。よく見ると、前委員長の情野貞一氏と共産党

の本間県委員長が同席していた。まだ、事務所開

きのセレモニーは始まっておらず、どうやら我々

の到着を待っていてくれたようだ。平野氏本人の

気遣いもあっての対応か？ テルオ先生が事務所

に入ると全員総立ちで、「大雪の中お疲れ様です！」

と、口々にあいさつ。さすが、テルオ先生である。

テルオ先生自ら１０分程度の挨拶をして、平野氏

の人となりや、立候補するに至った経緯について

話をした。それを待つ私は、話を聞いているどこ

ろではない。帰りの運転のことだけが心配で、時

計ばかりを気にしていた。大雪のこともあり、早

めに事務所を後にした。車中、テルオ先生は、私

が眠くならないように気遣ってか、組合のこと、

北方性教育のこと、関わった人物のエピソードな

ど、いろいろと話をしてくれた。さすが、テルオ

先生である。無事、山教組の書記局に帰ってきた

のはすでに暗くなってからの時刻だった。
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１．教師の使命は、平和を求め、民主的な人格を

もった子どもの育成です。

教育基本法前文に教育の目的として「～民主

的で文化的な国家をさらに発展させるとともに

～」、そして第一条に「～平和で民主的な国家

及び社会の形成者として～」と記されています。

その目的を達成するために、知識や教養を身

につけたり、道徳心を培ったりするのです。

しかし、そのことが現在の教育課程ではない

がしろにされ、「民主主義を学ぶ場、機会」が

少なくなっています。むしろ、誤った民主主義

に進んでいることがあります。（例えば、多数

決絶対主義です）

（注）かつての教育課程では、特別活動として

学級指導が年間35時間、学級会活動が35時

間計上されており、活発な話し合い活動や

学級行事などが行われていた。

２．私たち全国生活指導研究協議会（全生研）は、

「学級づくり」（集団づくり）を提起しており

ます。

◆全生研の指標には

とあります。

つまり、学級づくりを通して「民主的な力」

を備えた子どもたちを育てていくのです。

３．「学級づくり」って、何だろう？

「民主的な力」とは「多数決の原理と同時に

少数意見の尊重」「基本的人権の尊重」「言葉

と表現の自由」「宗教と信仰の自由」などがあ

げられますが、子どもたちにもわかりやすく言

うと、

多数決がすべてではない ・少数意見の尊重

・合意で決めるのがベスト ・みんな対等で平等

・みんなが幸福になれる ・意見表明ができる

などでしょうか。
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「学級づくり（集団づくり）」って何？・・・

さあ、学級づくりをはじめよう！
― 平和と民主主義を築く国民・市民を育てるために ―

山形県生研・山形サークル 設楽 隆雄

６９号「コロナに負けないサイレント集団遊び」、７０号「ビー玉パーティ」に続いて、今号から

数回に分けて全国生活指導研究協議会（全生研）の学級づくりを掲載させていただきます。この通信

は年３回の発行なので適時性がありませんが、よろしくお願いします。

なお、この記事を読まれて興味をもたれた方、もっと知りたいと思った方は、最後に各地区の連絡

先を掲載していますので、問い合わせてください。

「 ～ 平和と民主主義を築く国民・市民の形

成・・・、 民主的社会の成員としての諸能

力を備えた 人間に成長することを追求し・・・、

教科指導と教科外指導を相互に充実発展さ

せるとともに ～ 」

「学級づくり」とは、様々な活動を通して

学級の構成員の人間関係を再構築していく過程

で、様々な民主的な力を身につけさせていく、

ということです。



（１）はじめの学級は「群れ」で

ある。

学級がはじまったときの子ど

もたちは単なる「群れ」です。

教師が何もしないと、発言力

ある子、人気のある子などが学

級をリードして、いつまでもバ

ラバラで一つになりません。お

互いのグループが思い通りにな

らず、不満を抱え、我慢を強い

られ、ストレスを抱えて過ごさ

なければならない状況が続きま

す。

右の図にある「権力ピラミッ

ド」は温存され、学級に差別が

常態化されます。

学級づくりの民主的な実践を

通して、その下の図のような

「対等・平等な人間関係」にし

ていくのです。

その過程の中で子どもたちは

「民主的な力」を身につけてい

くのです。

（２）「学級づくり」は教師がは

じめる。

学級づくりは、権力の一番上

にいる教師がリーダーとなって子どもたちの前

に登場し、ねらいをもって、意図的計画的な展

開を組んで進めていくことです。そうすること

によって学級は育っていくのです。

そして、教師は子どもたちの成長を見ながら

徐々に子どもたちに任せていくのです。

しかし、子どもたちは簡単には成長しません。

教師は黒子になり、子どもたちをサポートしな

がら、子どもたちを前面に立てて学級づくりを

進めていくのです。

（３）全生研ではどうやって「学級づくり」をす

すめるの？

全生研では、「みんなが対等・平等な関係の

学級」「自治のある学級」などをめざします。

例えが悪いのですが、「小さくてか弱い子ど

もの言うことを、大きく力の強い子どもがきく

ような対等・平等な関係にするということです。

そのために、

●「班づくり」

●「リーダーづくり」

●「話し合いづくり」を

相互に関連させながら進めていきます。

❤次回は、「班づくり」について掲載します。

お楽しみに。
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山形県生活指導研究協議会の問い合わせ先

山 形：設楽 隆雄 ℡ 090－4479－8595

東置賜：高梨 譲 ℡ 0238－52－2284

田 川：山崎 馨 ℡ 0235－25－9527

最 上：大沼友有子 ℡ 0233－75－2501

北村山：植松 保信 ℡ 0237－47－2572

事務局：大場 理之 ℡ 080－5561―4745
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（日本民間教育研究団体連絡会「民教連ニュース」2021年５月号 №263より転載）


